20130714礼拝
感謝の人（詩篇33:1-4）
　今日は初穂の感謝礼拝として守っています。ある教会を開拓し開拓伝道に励んでいた牧師の奥さんが乳癌に罹り手術のため入院することになりました。そのとき、その牧師夫人が「これは教会の開拓の仕事がきつくて、そのストレスなどによってこうなってしまったのではないか」と心から不満に思い、その開拓伝道をしていた旦那である牧師先生のことも心から恨むようになり、ついにはこのような奉仕に私たちを遣わした神様のことまでも心からよろしくないと思うようになったそうです。それを見ていた牧師先生は心を痛め、気持ちがブルーになっていたのですが、そんなとき、昔に通っていた神学校の学長の牧師先生に会う機会があり、「なぜそんなに顔が暗いのか。何か心配事でもあるのか」と聞かれたそうです。それでいろいろな事情、奥さんのことなどをお話したそうです。すると、学長の牧師先生がノートとボールペンをそれぞれひとつ用意して「これを奥さんに渡してこのノートにとにかく感謝すべきこと、感謝なことをずっと思い出して書くようにしてみなさい」と言われました。それで、その旦那さんの牧師先生がノートとボールペンを奥さんに渡して「ここにとにかく感謝なことをつづってみなさい」と勧めたようです。それを貰った奥さんは「何これ。今、感謝なこととか書けるのか。感謝なことなどなにがあるのか」と最初はノートを投げ出したようですが、それからしばらくたってからそのノートが目に入ってきたとき、先生が「無理やりでもいいからとにかく感謝なことを、あなたの心からの気持ちと関係なくそうだと思うことがあれば書きなさい」と勧められたことを思い出しノートをとって、無理やりにとにかく感謝なことを書き始めたそうです。そのうち、神様の恵みでしょうが「そうだ。私は今まで身の回りの人、近くにいる方々になにも感謝やお礼などを現さないでいたのではないか」と思うようになったそうです。それで、来る日も来る日もノートに書きながら近くにいる人々を訪ねて感謝な言葉を述べるようになったそうです。たぶん、癌を宣告されてそれがどれほど重い状態だったのかはよくわかりませんが、そのことを全部忘れるくらい毎日人を訪ねて、それも無理やりではなく「本当に考えてみれば感謝なことがいろいろあるな」と思い感謝なことを述べたりしたそうです。すると、ある日、病院で検査を受けるとお医者さんが「なにがあったのですか。どうしたのですか」とびっくりしたそうです。乳癌の癌細胞が無くなって病気がきれいに治ったのです。病気が治ったから問題ではなく、感謝がどれほど私たちの人生を動かす力であり、感謝がどれほど人生を勝利へと導く力があるものなのかということの一つの例だと思います。「感謝というのはその人のレベルであり、その人の人生の水準である」とだれかが言いました。
そして、クリスチャンにとって感謝というものはサタンが最も恐れる武器です。だから、感謝する人は最高の水準の人生を生きるようになるし、サタンがその前で砕かれて屈服するようになるということでしょう。そうならば、その人の人生はなにも心配しなくてもよいし、必ず勝利を治めるようになるはずです。逆に言いますとクリスチャンでありながらもなぜ現実に負け、人生に引きずられるような負け組みたいな人生を送っているのかというと、もしかしたら、感謝がないからではないでしょうか。今、財産があるか豊かなのか、ものすごく経済的に厳しいのかという状態の問題ではありません。経済が豊かであるからその人が感謝するかというとそうでもありません。感謝は環境や条件の様々な状況などと関係ありません。今で言いますと2000円くらいしかないものすごく貧乏なやもめの人がいました。それが全財産です。でも、感謝なのでそれを後の計算なしで全部献金に捧げました。だから、あるから感謝、条件が良いから感謝、悪いから不平不満ということはあまりにも単的で単純な方程式です。実は人生はそういうものではありません。本当の感謝を回復すれば、感謝する人であればその人は今現在、状況がよろしくなくても心配しなくてもいいのです。その人はもうすでに暗やみの力に打ち勝っているし、必ずその実を結ぶようになるし、他の人を助けるところまで行くようになります。ぜひ、感謝を回復して感謝のある人として残りの生涯を歩いていただきたいと願います。
もう一度言います。感謝はその人の水準を現しているし、サタンが最も恐れる武器です。それに感謝なことはクリスチャンの私たちはこの世の人が絶対真似できない、感謝できるすべての条件を全部、揃えている存在です。ですから、未信者と比べると言うまでもありません。勝利のために絶対的に有利なところに立っています。それなのに、残念ながらクリスチャンの私たちに感謝がないというのはなんと悲しいことでしょうか。未信者はある意味、感謝できません。その感謝は一時的な力になるかもしれませんが、その人の人生を勝利へ導くような感謝はできません。でも、ありがたいことに本当に心から感謝しないといけないのは、クリスチャンの私たちはその未信者と比べたときに未信者には真似できない感謝できる存在です。そのすべての条件を全部所有している者であるということを覚えていただきたいと思います。それで、クリスチャンの私たちは世の中を生きているときにその人の身分、肩書、状況、環境などをはるかに超えて最高の水準の人生を生きることができる存在であり、最高の勝利者になれるということを忘れないでください。
今日の聖書の箇所はダビデが書きました。ダビデという人は死の陰の谷を歩くようなときでも感謝を失ったことがありません。忘れたことがありません。だから、イスラエルの最高の王になって世界中が見て驚くように神の栄光を現す人生を送ることができました。神様が王の中でイスラエルの中でこのダビデのように私の心にかなったものは見たことがないと褒められる人生を送ることができました。なぜでしょうか。感謝な人だったからです。今日の聖書の箇所を見ていても立琴をもって主に感謝せよ。神をほめたたえよとあります。そのように叫んでいます。自分が体験しているわけですから。感謝と賛美がどれほどの威力をもって、どのような癒しの力を持って、どのように目に見えない暗やみの力が打ち砕かれるのか、そのような実際的な力を持っているのか。体験しているから他の人々に、また子孫たちにその子どもだったソロモン王にも「神に感謝しなさい。それが最高の生き方です。職業が何なのか。どんな勉強を専門にしているのか、それは二の次の問題です。その中でクリスチャンにある感謝、クリスチャンだけにある感謝、どういう状況、条件であっても奪い取ることができない感謝、その感謝を忘れないで感謝してみなさい。あなたの人生、これからどうなるのか。私がその証人なのだよ」とダビデは叫んでいました。今皆さん、いろいろ悩み事、また心配事、不安なことなど、あるいは嫌なこと、がっかりするようなこと、生きる勇気を失くしてしまうような、また皆さんの心からの喜びを奪い取っていくようないろいろなことがあると思います。だまされないようにしましょう。その中でも十分感謝できるし、また感謝しないといけません。感謝こそそのすべての条件を乗り越え打ち勝って勝利できる力であることを覚えていただきたいと思います。
私はこのメッセージを黙想しながら自分はどれほど感謝しているのか。いつも心から感謝しますと言いながらも具体的に心に感謝があふれるというのはどれくらいなのかと考えました。それで1週間、振り返って本当に感謝だなと思いました。右に倒れても左に倒れても感謝なのですが、こんなにつたない人間が日本の47都道府県を、そこに神の栄光を現すことを固く信じて牧師とともにキャンプで回る、そこで神様が用意していらっしゃる様々な神の御業を拝見しながらそこに参加できるとはなんと感謝なのか。そのうえ日本の一千の大学にキリスト、イエスの旗を掲げると牧師が集まってそのために祈り、大学のキャンプを初め、とりあえず私たちのタラッパンの家族の大学生を先に訪ねて1回はコンタクトをとってみるべきではないのかと、今週からそれに入ります。こちらの教会の大学生も連絡があったら素直に「OK。ウエルカム。来てください」としてください。うちの教会の牧師が行くかどうかは関係ありません。そういうことが始まって動き出したということはなんと感謝でしょうか。一番、暑いときに立教大学の方に一応行ってみたのですが、そんなに暑いのにもかかわらず文句も言わず後輩の牧師たちが一緒に大学に入ってともにお祈りを捧げるというのはなんと感謝でしょうか。それにたぶんレムナント教会の信徒の皆さんもひとりひとりそれを自分の契約として、「そのためにこの教会につながるようになったのだな」という確信を持って祈れるようになるだろうと思いそれも感謝です。祈っていらっしゃる方もいるでしょうが、私の生涯はそのためにあるのだ。私のこの会社も、私の勉強も専門もそのためにあるのです。大学生に会ったとき何をどう話すつもりなのかといろいろ話もしたのですが整理もしました。勉強とても大切です。でも、勉強は人の人生を変えることはできないとわかっているものがここに来ています。だから、その勉強をとおしてあなたの使命はイエス・キリストのいのちの福音を伝えることです。企業をやっていらっしゃる方々もその会社のやっていることや、事業の内容、そこで儲かるお金などによって人生、この社会を変えることはできないので、そのすべては宣教のための企業でなければいけません。これからは会社を立ち上げる人でも、レムナントはそういうつもりですべてを始めないといけません。会社は私が社長であなたが部下で給料を払って他は私の儲けだという概念はクリスチャンは捨てないといけません。あなたに給料を払い、私は社長だからもう少し高い給料で終わり、他の売り上げは全部宣教のために捧げる、これが企業です。レムナントが世の文化に染まってどうしようもない、芸能活動、文化活動をするためには世の暗闇の流れに一緒に乗らないといけないから、彼らがそれに染まらないようにレムナントが思いきり信仰をもって文化の活動ができるように、文化のために売り上げを全部捧げる、文化の企業などが必要です。そのような事に気づいてその方向に立つようになったこと自体が感謝ではないでしょうか。世の中には福祉が必要です。政府、国でもそれらをやるでしょうが限界があります。福音を持っている教会がしっかり福祉の事業に参加しないといけません。サポートしないといけません。そこにはお金が必要です。だから、福音をもって福祉に全面的にサポートしなければいけません。給料を貰って社長も給料制で他の売り上げは全部サポートに回す、それが福祉企業です。教会はこの３つの企業を立ち上げてこれから運営していかないといけません。だから、もし会社を立ち上げようとしている方々がいらっしゃれば最初からそのようなつもりで、大金持ちになってビル・ゲイツのようになるという夢は捨ててください。クリスチャンの企業はそういうものではありません。最初から宣教の夢を持って福祉、文化の夢を持ってやるだけであって、金持ちになるためにやるという低次元の事業、企業ではありません。そういうことがすべて感謝です。ですから、ぜひ皆さん、感謝を回復して心からのクリスチャンにのみある感謝、その感謝をもて感謝の人として人生を生きることによって最高のレベルの人生、そして、最高の勝利者としてサタンが最も恐れるクリスチャンになっていただきたいと願います。
それで、すべてが感謝ですが特にクリスチャンは未信者に真似できない感謝があります。その感謝はまず第1になにがあっても私が救われた、神によって救われましたという救いの奥義を黙想し、噛みしめながら感謝することです。それがクリスチャンの感謝です。死の陰の谷を歩いているのか、親がどうなのか、自分が病気なのか健康なのかと一切、関係なくそれが手を出すことができない感謝です。救いの奥義を感謝する。皆さんは神様の恵みによってイエス・キリストが皆さんの身代わりで十字架で血を流されたことによって、そのイエスを信じるだけなのに滅びるしかない過去から永遠に解放されました。もう二度とカムバックできないように永遠に解放され、皆さんの汚い、滅びるしかない、地獄に落ちるしかない運命に捕らわれている過去はもう死んで消えていきました。これが救いです。「私の過去の習慣、悪い癖もそのまま持っているのですが」。それでも構いません。イエス・キリストを受け入れた瞬間、皆さんが救われたというのは皆さんの自分で自分自身を認めたくもないし、自分が嫌だと思うような過去、だいたい小さいときに家庭の環境や親から愛情を貰っていないとか、なにかショッキングな事件に巻き込まれたなどの経験を持っている人は自分を素直に認めて自分自身に自信を持つことができず、それでだいたい多重人格の方に行くか、おかまか何かそちらの方に行きます。人が悪いからではありません。ほぼ心理的な精神的な動きによって結局はその背後には霊的な理由がありますが、でも何がどうあったのかはわかりませんが、救われたというのはそのような過去が完全に消え去って新しいいのちに生まれ変わったことです。水と御霊によってイエス・キリストを信じる瞬間、聖霊がその人の中に入って来られその人は新しく生まれるようになります。親によって生まれたその人は死んで、神から新しく生まれた人だけが存在します。それが救われたということです。ノンクリスチャン、クリスチャン関係なくほとんどの人が過去の亡霊に引きずられて無意識的に、たまに意識的に人生、生活がめちゃくちゃ、人間関係、世の中を見る目、社会を見る目、家族を見る目、周りの人間を見る目が全部、ねじ曲がっているのです。良い人生を送ることができません。しかし、キリスト、イエスによってそのすべての過去が終わりました。それで、いのちの神様がその救われた人の中に入ってともにおられ、それで聖書にはあなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのかと言われる者に変えられます。その人のレベルと性格が変わっていなくても、根本的に、しかもそれが永遠に同じ状態です。
あとで徐々に明かしていきますが今申し上げました救いの祝福は「あーよかったね」で留まらないで、どこまで行くのかというと「なるほど、私という存在は今ここにいる現場が私によって必ず変わる」という存在です。自分の能力と関係ありません。私がそれに気づいて本気に取り組んで行けば世界も日本中も変えられる存在なのだと気づくようになります。それが救いです。あなたは神の神殿であることがわかっていないのか。皆さん、自分自身に対しての余計な過去の考え方、見方などは全部捨ててください。そうではありません。救われたことを感謝してください。極端に言いますと今過ちを犯して、今悪い癖がそのまま残っているにもかかわらず、あなたは最高に幸せな者だと言われるようになっているから感謝ではないでしょうか。「そうか。関係ないか」。しかも皆さん、いつこの世の人生が終わったとしても天国に迎え入れられるようにもう保証されています。絶対に保証されています。このような祝福がイエス・キリストを信じたその瞬間から始まって永遠に変わることがないものです。だから、感謝ではないでしょうか。皆さんが自分で落ち込んでいるときでもこれは変わりはありません。ですから、この救いの奥義を感謝することです。しかもこれがイエス・キリストの身代わりとなった贖いの犠牲のいけにえという方法をとおして私たちにただで与えられた神の愛によって無償で与えられたもの、それを恵みと言います。神の恵みによって地獄に落ちるしかない罪人が救われてこのような素晴らしい存在に変えられて、しかも一瞬で永遠になのです。皆さんがどう考えようが変わることはありません。それは皆さんの考えていることであって、皆さんが損しているだけであってキリスト、イエスにある救いはこれっぽっちもダメージを受けることはありません。一瞬で永遠なるものです。このような救いの祝福を黙想するとそこから生まれる感謝というものがあります。その感謝ではないと世の中を生きていけません。勝利できません。まず自分自身に勝てません。ちょっとしたなにかに勝てません。だから、クリスチャンの私たちはだれがなんと言おうが永遠に変わらない救いの奥義を感謝することができるものです。救いの奥義を感謝する人はその人の根本が丈夫になり、その人が根本から幸せを感じるようになります。なにかによって幸せになり、またなにかによってその幸せがどこかに飛んでいくような幸せではなく、だれもどんな条件でも奪い取ることができない、タッチできない根本からの幸せを味わうようになるし、その人は根本が、基礎が丈夫な人間になります。だから、皆さん、救いの奥義を感謝してください。十分、感謝する理由があるのではないでしょうか。
それから、クリスチャンはこの感謝に基づいてまた次のステップの感謝があります。なんと感謝でしょうか。このように救われた私たちが地上を生きている間に神様は良くご存知なので、その救われたクリスチャンの私たちを天国に行くまで神様が完璧に導かれるとおっしゃっています。その神様の導きの祝福を感謝する人、それを感謝できるのです。今も神様は皆さんを導いていらっしゃいます。皆さんは自分のレベルでよい悪い、これはひどい、うれしいとかいろいろなことを言うでしょうが、そんないろいろな感情が入り交ざっている一つ一つの中で神様は導いていらっしゃいます。義の道へと導いていらっしゃいます。それを感謝します。なんと感謝でしょうか。神様は私たちが救われたにもかかわらず過去のいろいろなものに引きずられることもよくご存知であるし、肉体をもって肉の限界、肉の弱さなどを持っていることをすべてご存知です。そのような私たちがこの世の中を生きて歩いていくときに、荒野のような険しい世の中です。そういうことすべてご存知なのでそれによって負けないように、ダメにならないように神様は導いていらっしゃいます。つまり、自分の弱さも世の中の厳しさも実は問題になりません。もっと分かりやすい言葉で言うと現実、今日のすべてが一切、問題になりません。神様の導きの祝福がわかっているのならば。神が導いていらっしゃるから。たとえ皆さんが過ちを犯して失敗した、そのときも神様は導いていらっしゃいます。人間的な表現でいると仕方がなくイエスの血によって救い出した者だからキャンセルできないし、保証すると判子も押したので仕方がなく最後まで守って導かれないといけないのです。人間的な表現で言うと仕方がありません。律法で言うと「あんな過ちを犯したり、神様なんてどうでもよい、信仰、お祈り、礼拝なんてどうでもいいよ」と言う人は頬を叩いて「もういい。出ていきなさい」と人間の親のように「あなたはうちの戸籍から追い出すよ」という気持ちでしょうがそれでも神様は捨てることはできません。もし神様が捨てると契約違反なので神様はちぎれないといけません。だから、捨てることができません。一緒に連れて行かないといけないので仕方がなく導かれます。なんと感謝でしょうか。弱さも問題になりません。険しさも問題になりません。それで聖書を見ると夜は炎の柱、昼間は雲の柱で導いていらっしゃいます。夜はなぜ炎でしょうか。中東の地域は夜は寒く暗いのです。昼間はものすごく暑いです。だから、雲です。それはどういう意味でしょうか。神様の導きは私たちはがすべて計り知れないところもあるかもしれませんが、これだけは分かっています。神様の導きは最高のところへ、最適な方法で最善を尽くして導いていらっしゃいます。それが神様の導きです。聖書はその証拠だらけです。それが夜は炎の柱、昼は雲の柱なのです。昼が炎で夜が雲となるとそれは神様が認知症になっている証拠です。神様には認知症はありません。そうでなく、夜は夜にぴったりあうように、昼は昼にあうようにということです。神様はすべてご存知です。2部の礼拝でも申し上げますが、わざわざものすごく近いところがあるのに遠回りしました。全部理由があります。それが最高なので、最適なので、それを私たちは信じて信頼して文句を言わないようにすればよいのです。神様の導きの祝福を皆さん感謝してください。今は炎の柱などいりません。それよりもっと完璧に創造の神様である聖霊様が私たちの中に入って私たちの人生を導いていらっしゃいます。聖霊がともにおられる人は博士も知らないけれども、イエス・キリストの救いの祝福のことを聞きますとそれがわかるように教えるようになります。助け主と言われています。私たちを導き守り保護して、また教えてカウンセリングもしながらきちんと導かれます。その聖霊がともおられ、聖霊の導きがあるわけなのでここで礼拝を捧げメッセージも語ることがメッセージも成り立ちます。それがなければ私がうまい言葉で説得して皆さんがうなずくということはありえません。聖霊が皆さんの中にいらっしゃるわけですから、それを信じて私も語るしこの語った神の福音の奥義が正しく悟れるように皆さんの内側で動いて働いていらっしゃいます。聖霊の導きの祝福を感謝してください。その導きの祝福を心から感謝する人は必ずどんな現実があっても現実に必ず勝利するようになります。クリスチャンはその感謝ができるものです。現実に勝利できます。
それから、クリスチャンの感謝は最高の水準の人を現す感謝ですが、クリスチャンの感謝はここまで及びます。クリスチャンの感謝はクリスチャンの人生の歩みにおいて患難がやってきて普通苦しみがやってきたときにも患難と苦しみでさえ感謝します。これが最高の水準です。これがクリスチャンの感謝です。なぜでしょうか。聖書はその証拠だらけではないでしょうか。先ほども申し上げましたようにダビデは死の陰の谷を歩くような辛い時期が30年以上続きました。でも、ダビデは感謝していました。なぜかというと、表は患難と苦しみですがその裏に隠れている神様の祝福、神様の御心というものが必ずあるから、私たちは患難も苦しみでさえ、困難も感謝します。そこで感謝を忘れることが、奪われることがないようにしてください。ダビデは感謝しました。これが実は憩いへと導かれることだし、そして、義の道へと今導かれている最中です。必ず隠れている神様の祝福、裏にある神様の御心というものがあります。クリスチャンの私たちには。クリスチャンにある苦しみと患難はそういうものです。忘れないでください。特にいろいろある中でおおざっぱに代表的に申し上げると、患難と苦しみがその瞬間、当たると辛い、痛いかもしれません。けれども、それをとおして神様はそれを許してまで神様はクリスチャンの私たちを内側から整えて内側から丈夫にしようとしていらっしゃいます。なぜでしょうか。世の中は甘くないからです。一瞬の勝利ではなくこれからもずっと勝利してもらうためにです。なぜずっと勝利しないといけないのでしょうか。クリスチャンが世の中にいる存在の意義、アイデンティティ、世界福音化、他の人を助けないといけないのですから、それができるぐらいの力を持たないといけないのですが、それをもたらせるために、ときに患難と苦しみが許されるのです。
ある牧師先生の説教のテーマを見ると「苦しみ、患難というお面に隠れている神の祝福」と言うタイトルを見たことがあります。いつもそうです。神様はいつも患難をとおしてそうするかというとそうではありません。患難をとおしてでも私たちは「それが嫌だ、無かったらよかったのに」と思うかもしれません。でも、計算は神様がご存知です。神様のコンピュータの方が一番正確です。その人は患難をとおることによって余計なものが抜けて純粋な信仰を持つようになるし、オンリー・ジーザス・クライストとなるとよくご存知なのでその人は「これがなくてもオンリーをしますよ」と言っているけれども、そうでないと神様が一番よくご存知なのでそれを許されるのです。そちらが感謝です。患難をとおって痛いのだけれども、もしそれがなければ得られることができない、ハーバードに入っても得られることができない心からのキリストに対しての唯一の信仰、神の契約を自分の人生として握る信仰、それから、神を信頼して世の中にあるものから自由になる信仰は得られません。それこそが宝です。
私たちを整える、私たちを丈夫に固める理由がその裏には隠されていて、もう一つはそのクリスチャンがこれから聖なる神の契約を成就していく最高の祝福の人生の道を歩んでいくべきなのに周りがあまりにもぐちゃぐちゃしていると邪魔になるから、まわりが皆良さそうな人間ばかりであっても実際はよくわかりません。それで、この契約の祝福の道を歩くとき本当に必要な人間が残って、そうでない人間は片づけるために、つまり、周りの浄化のために患難がある場合があります。ダビデは患難にあったとき本物の弟子だけが残りました。教会も同じです。周りから異端だとか言われるとき嫌です。でも、そのときに本物の弟子だけが残るのです。人間の機嫌を見たり様々な条件によって動くようなものは、患難が来たときに皆逃げてしまいます。だから、周りを浄化します。なぜでしょうか。これから福音宣教の働きを本格的にしないといけません。それこそが私たちのアイデンティティであり生きる理由でありそこにすべての経済も健康も人間の家族の祝福も全部そこに入っています。伝道とつながっていない限りは本物の祝福は味わうことができません。ぜひ、レムナントの中でもし会社をやろうと、これから大金持ちになろうと思っていた人がいればそれをあきらめて宣教企業を夢見て祈ってください。自分は生活できる給料を貰えばよいのです。他は全部、宣教のために使います。キャンプから戻るときにこういうことも自分なりに思いついたのですが、教会で長老さんの方々で少し余裕というか献身の思いがあって力のある方々が出し合って小さな食堂でもやれば、たとえば条件は給料と経費を除いて売り上げは全部、これから47都道府県キャンプのために全部捧げますという理由で企業を立ちあげる、それが宣教企業です。これからはすべてこのような企業でなければいけません。今、新興宗教や他の宗教はそれを全部持っています。オペラ団、ミュージカル劇団などを所有しているでしょう。全部そこをサポートしています。キリスト教だけがずっと下に劣って遅れています。皆、自分のお腹だけを心配しています。だからといって自分のお腹がいっぱいになるかというとそうでもないです。会社だけではありません。給料を貰う人でも同じです。きちんと献金を捧げるつもりでそれプラス、自分の生活以外に十分の一か十分の二は宣教のために、宣教献金以外でもなにかの項目で捧げるとかそれが素敵なクリスチャンではないでしょうか。神様は患難、苦しみなどをとおしてクリスチャンを内側から整えて周りを浄化します。
　それから、もう一つの理由があります。その患難と苦しみの中で本当の神様の力、創造の神様の力、契約を最後の最後まで守られる契約の神様の全能なる力を体験するようになります。それを見せるためです。それを見せて神様はイスラエルの民にしょっちゅうおっしゃいました。「あなたがたを奇跡の御手をもって出エジプトして、荒野で40年間グルグル回っていても服1着で丈夫でした。敵も全部倒したでしょう。神はそのような神様なのです。だから、神様と親しくしなさい。その神様の力を体験してもらう」というのが患難と苦しみの裏にある祝福の理由の一つです。良いことを感謝するのは当たり前であって、クリスチャンの感謝は患難と苦しみも感謝です。初代教会の人たちは伝道をするからと言って逮捕されて鞭で打たれました。今鞭で打たれるというのは皆さんが学校で叩かれるのとは違います。肉の皮が取られるくらいの叩き方です。叩かれて家に戻りながら何を告白したのかと言うと「神様。このようにキリストのために叩かれることができると主が認めてくださって感謝します。それくらい私たちの信仰を正しく認定したからここに今許されたでしょう。主のためにこのように迫害されることを感謝します」ということです。だから、患難と苦しみを感謝する人は最高の感謝であり、その人の前でサタンはギブアップします。それがこの感謝です。サタンがギブアップします。もうお手上げだと。その感謝がクリスチャンにはできます。感謝できないことはなにひとつありません。
このような感謝を皆さんに許されているわけですから、それをしっかり自分のこととして見つけ出して感謝を回復していただきたいと思います。根本が丈夫になる感謝です。導きを感謝することによって実際、現実の中で揺れることがないように。それから、いざなにかあったときにそれさえ感謝することによって悪魔、サタンがひざまずいて屈服するようになる感謝なクリスチャンになってください。そのような真の感謝な人はこれから神の契約を成就していく主人公として残りの生涯を生きていくようになるでしょう。その神の契約はなんでしょうか。エルサレムから地の果てにまで世界福音化、福音宣教という契約です。それを成就させる主人公として残りの生涯が用いられるようになります。つまり、その感謝な人には人のたましいを生かす伝道者の人生が展開されるようになるでしょう。ですから、皆さん、この感謝を回復してぜひ、皆さんの今の現場、皆さんが携わっている分野、そしてこの日本、世界の福音化を契約として握って祈ってください。皆さんの人生をとおしてそれが成就してくとなっているのですから。お寺の人や政治家、国会議員を通して世界福音化をすると神様は一切言っていません。ハーバード大学、IT産業、シリコンバレーにいる天才をとおして世界福音化をなさるとは神様は一言もおっしゃっていません。足りないもの、無知な私たちのようなものであってもキリスト・イエスを信じて心が感謝している私たちをとおして為そうとしていらっしゃるので感謝を回復し、その主人公としての確信を持ってください。ぜひ、必ずそうなりますので。
それから、企業をやっている方々は先ほど申し上げましたように3企業の主人公として、ゆくゆくこの感謝な人は3企業の主人公、主役になると同時にローマの手紙16章に書いてあるその主人公になるのです。本当の感謝の人は。皆さんがこの感謝を回復しないといけない理由はそうでないと皆さんがやられてしまいます。積極的な理由はその感謝をすることによって世界福音化の主人公として実際的に道が開かれるようになります。そうするとそれで十分終わりです。何にも心配しなくてもいいのです。その結論をもって今日から心から決心してください。実践しないといけません。一日のスタートを他の感謝でなく、救いの感謝をもってスタートする習慣を身に着けてください。機嫌がどうなのか、一日のスケジュールがどうなの関係なく、朝起きたら一番真っ先にキリストによって救われた救いの奥義、祝福を黙想してそれを感謝するところからスタートするようにすると1日が変わると思います。そうすると1日が福音宣教のために用意されている1日だとわかるようになります。そうして勉強、会社に行くことと、それらがまったくなしでバタバタしていくのと全然違います。それが1日1日重なっていくと考えてみてください。そうしてください。「今までそうでなかった。今なにかがぐじゃぐじゃだ」と言う人でも、実際、生活がぐじゃぐじゃなのか頭の中がぐじゃぐじゃなのかは分かりませんが。そういう人も遅くはありません。今からスタートです。1日のスタートをとにかく歯を食いしばってでも、またそれを忘れて失敗しても構いません。次からまた始めてください。できるまでです。1日のスタートを救いの感謝をもってスタートすることを習慣に身に着けてください。人生変わります。必ず変わります。いつからやればいいでしょうか。今でしょ！
それから、そうしながら皆さんの心に正直ある不満、心配、不平の内容があると思います。そこから、感謝を見つけ出すようにしてください。必ず、感謝があります。救いの感謝と神の導きとか裏に隠れている神様の祝福など知らないから不平、不満を言っているだけであって、そうすると心理的にも精神的にもダメージです。人間というものはそれが脳に影響があるから1回笑うとそれが元に戻るのではなく、どんどんそれが積み重なっていきます。そこから感謝を見つけ出すようにしてみてください。じっくりと。必ずあります。
以前、レムナント大会のときに中間のスタッフのメンバーの方々がある教会に大会の準備のためのお願いをするために電話をしたら要件は2分くらいなのですが30分くらい説教を聞きましたと。ものすごい教会全体に対する不満、不平など聞いてやりきれません。もうだめですということでした。私が聞いてもそうだなと思いましたが自分の実力と関係なく口は正しいことを言わないといけないので「祈るようにしよう。しかし、一つ考えようではないか。タラッパンの中で一緒になっているというのは神様が許されているのでそうなっているのではないのか。そうすると、私たちは日本の福音化のために皆で一緒に行く中でそのような先生や教会が許されているということはどういう意味なのだろう。別になればいいけれど一緒にいるというのは神様が許されたことなのでそこで必ず日本の福音化のための理由があるのではないでしょうか。それを考えて皆さんの心の中に不満、不平などを持っていてはいけません」と言ったことがあります。必ずあります。皆をよりワンネスの方に緊張させる神様の御心があるかもしれないし、より教会の皆が内側のもめ事などは神様は喜ばれないことだと徹底するためにあるかもしれないし、或いは私たちも同じ者なので、やはりキリストによって聖霊充満の方に走らないといけないともう一度改めて決心してもらうためにあったかもしれないし、とにかく良い理由が必ずあるはずです。そして、もう一つはなにがあっても日本の福音化、世界の福音化は支障がないから、そこは問題ないから、そうならば一切問題はありません。感謝な理由が必ずあります。見つけ出さないといけません。
そして、どこまでそういうところで感謝を見つけ出さないといけないか、出すべきなのかというと、皆さんが「なるほど。不平、不満などに私は引っ張られる存在でもないし、それに引っかかってアップアップするような存在でも、人生でもありません。ということが分かって残りの生涯、伝道者としてのアイデンティティをもって、それに励んで行くべきだと、そのアイデンティティが回復できるときまでも感謝を見つけるようにしてください。結局、不平、不満、心配、悩みというものはそれまでにも理由があるでしょうが、私たち救われたのであればもうすぐさま、世界福音化の伝道者の祝福の道を歩むようになっているのに、そこの間を開けようとしているサタンの策略に過ぎないものです。どんなにもっともな理由があったとしてもだまされないようにしましょう。だから、感謝を見つけるようにしてください。人間関係であれ、状況であれ、環境であれ、教会のことであれ、もしかして牧師のことであれ、それによってだまされないように。皆さんが伝道者としてなにも迷わないで、なにものにも邪魔されず1直線で伝道者の道をオールインして生きることに邪魔になるものはすべて嘘です。皆さんがイエスさまを信じた瞬間、世界福音化ができるものに変えられています。それをあらゆることを間に入れてできないようにしています。不満、不平、心配、悩み、ねたみなどいろいろなことから感謝を見つけ出して全部ふるい払って、「よし。そうだったのだな。なにがどうであれ私は伝道者なのだ」理由は伝道の訓練を受けたからでもないし。教会に来ているかではありません。なぜでしょうか。イエス・キリストを受け入れたのですが、嫌でもイエス・キリストを受け入れたものは世界福音化の主人公です。世界福音化ができます。できるようになっています。皆さんが知らないだけです。訓練を受けなくてもできるようになっています。訓練を受けるというのは別の意味があります。9月になると70人合宿がありますが、積極的に参加しないといけません。でも、それがないからできないわけではありません。逆にできるものだから行けるのです。できるように整えられて、揃えている者だから行きます。それほどイエス様を信じるというのは感謝、感謝ばんばんざい、もう世界福音化がすぐさまです。間に感謝を失ってその間にいろいろなものがあります。感謝を回復することによって、皆さんが救われたことと伝道者との間に入っている者、全部取り除かれてそれが接着剤のようにくっついてセットとして皆さんの考えの中にあることを祈りたいと思います。皆さんは救われて神の子どもとなり幸いな存在です。感謝してください。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日、初穂の感謝礼拝を捧げながら感謝がどれほど威力のあるものであって、クリスチャンは世の中の人が真似できない感謝ができる存在であることを教えていただきありがとうございます。このクリスチャンの感謝をしっかりと回復し、根本から丈夫で現実に打ち勝って、サタンがギブアップするようなクリスチャンになって残りの生涯、なにものにも邪魔されないで福音宣教に携わる伝道者としての答えのある人生、勝利の人生。力強い人生、また生きがいのある人生を送ることができるようにひとりひとりを祝福してください。これから、毎日朝スタートを救いの感謝からスタートする習慣を見つけることができるように助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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